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１ 福島県県産品加工支援センターの概要 

 

１－１ 設置目的 

福島県の豊かな農林水産資源を基盤とした新たな「食」産業創造を図るために

策定された「ふくしま・地域産業６次化戦略」に基づき、県の工業系の試験研究

機関である「ハイテクプラザ」と農業系の試験研究機関である「農業総合センタ

ー」が連携・協力し、食品加工や流通に関する技術相談や技術支援を通じて「地

域産業６次化」を推進するための連携体制として「福島県県産品加工支援センタ

ー (以下、「加工支援センター」という。)」を設置した。 

 
１－２ 組織 

加工支援センターは、ハイテクプラザ会津若松技術支援センター内に企画支援

チームと食品加工支援チーム、農業総合センター内に農産物流通加工支援チー

ム、また、農業総合センター農業短期大学校に同チーム分室と、県内３カ所に活

動拠点を置き、３公所が連携して事業を行った。 

（１）企画支援チーム (ハイテクプラザ会津若松技術支援センター) 

食品加工・流通に関する技術支援の総合窓口を担う。 

（２）食品加工支援チーム (ハイテクプラザ会津若松技術支援センター) 

食品加工関連技術に関する調査・研究及び技術支援を担う。 

（３）農産物流通加工支援チーム (農業総合センター生産環境部、農業総合セン

ター農業短期大学校) 

食品加工・流通関連技術に関する調査・研究及び技術支援と食品加工の普 

及のための研修、指導を担う。 

 

加工支援センター長はハイテクプラザ副所長 (業務)、次長はハイテクプラザ会津

若松技術支援センター所長及び農業総合センター生産環境部長をもって充てる。 
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図１ 県産品加工支援センター組織図 

 

１－３ 事業 

加工支援センターは、食品加工等に関する次の業務を所掌するものとし、本庁

機関及び各地方振興局、各農林事務所と連携を図り、効果的な食品加工・流通に

関する技術支援を行った。 

（１）技術相談に関すること 

（２）食品加工・流通関連技術の開発及び成果普及に関すること 

（３）加工食品の開発支援及び成果普及に関すること 

（４）関係機関との連携コーディネートに関すること 

（５）その他、県産農林水産物を活用した「食」産業創出にかかる技術支援 

 

  

企画支援チーム
（ハイテクプラザ会津若松技術支援センター）

次長 食品加工・流通に関する技術支援の総合窓口

（ハイテクプラザ

県産品加工支援センター長 　会津若松技術支援センター所長） 食品加工支援チーム
（ハイテクプラザ副所長（業務）） （ハイテクプラザ会津若松技術支援センター）

次長 食品加工関連技術に関する調査・研究及び技

（農業総合センター生産環境部長） 術支援

農産物流通加工支援チーム
（農業総合センター生産環境部・

　農業総合センター農業短期大学校）

食品加工・流通関連技術に関する研究及び技

術支援と食品加工の普及のための研修・指導
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２ 事業実施の概要 

 

２－１ 加工技術支援事業 

（１）加工技術研修 

６次化の推進及び加工技術の向上を目的に開催した（表１）。 

 

表１ 加工技術研修の開催内容 

開催日 内容 
参加人数 
（人） 

令和５年８月２３日 

講義「消費期限・賞味期限の設定」 
（講師：企画支援チーム） 

実演「食品用製粉機、自動皮むき機」 
（講師：タニコー株式会社、株式会社寺田製作所、 
株式会社アストラ） 

現地 15 
配信 24 

 

（２）企業訪問による課題解決 (重点支援事業) 

農林事務所から推薦された 16 事業者について、重点支援対象事業者に決定し、

訪問による相談内容の調査及び課題の抽出を行い、解決に向けた助言や支援、情

報提供を行った。このうち 13事業者については、技術支援として成分分析や微生

物試験等を実施した（表２）。 

 

表２ 重点支援事業における支援内容の内訳（1事業者へ複数の支援あり） 

成分分析 微生物試験 試作 その他 

8 4 7 2 

 

（３）研修等支援活動 

団体等の要望に応じて、食品加工に関する研修会等へ講師派遣しているが、本

年度は要望がなかったため、研修等支援活動は実施しなかった。 

 

２－２ ６次化技術相談 

県内の６次化加工業者に対して、電話及び来所等による相談のほか、現地に赴い

ての相談対応を行った。 

相談件数は 201件で、製品開発に関する相談が多かった（図２）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 6次化技術相談の内容 

製品開発

44%

問合せ
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8%
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8%



- 4 - 

２－３ 広報・普及活動  

（１）支援事例集を作成し、ホームページ等で周知した。また、ハイテクプラザ会津

若松技術支援センターとの合同開催「技術交流まつり」（令和５年１０月１１日）

において、これまでの成果として下記の事例を紹介した。 

ア ヒシの実乾燥条件の設定（令和３年度支援事例） 

イ 清澄いちごジュースの製造支援（令和４年度支援事例） 

ウ アスパラガスに含まれる機能性成分の加熱・一次加工後の含有量の変化 

（農産物流通加工支援チーム） 

エ 発芽玄米麹は電子レンジ処理により麹菌の繁殖が改善される 

（農産物流通加工支援チーム） 

 

（２）県が主催するイベント等において、事業内容を周知した（表３）。 

表３ 広報・普及活動の内容 

月日 イベント等名 

令和５年 ８月３０日 

令和６年 １月２２日 

ふくしま６次化交流会 

令和５年 ９月 １日 農業総合センターまつり 

令和５年１１月１３日 

令和６年 ３月 ６日 

ふくしま６次化創業塾 

令和６年 １月２４日 START UP 技術相談・知財相談会 in 白河 

 

２－４ 関係機関との連携 

（１）各地方の６次化ネットワーク交流会等に出席し、情報交換を図った。 

（２）ふくしま農山漁村発イノベーションサポートセンター（ふくしま地域産業６

次化サポートセンター）等との情報共有に努め、連携した支援を行った。 

 

２－５ 加工食品放射能測定事業 

県内の食品加工業者等を対象とした、ゲルマニウム核種分析装置による加工食

品の放射性セシウム測定を行った。 

本年度は、427検体の測定を実施し、放射能に関する相談（18件）にも対応し

た。基準値（一般食品 100Bq/kg、乳製品 50Bq/kg）の超過はなかった。 
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３ 各チームにおける事業実施の概要 

 

３－１ 企画支援チーム (ハイテクプラザ会津若松技術支援センター) 

（１）食品加工・流通に関する技術支援の総合窓口として、関係機関及び加工支援

センター内における調整業務を行った。 

（２）加工技術研修や重点支援事業、６次化事業者に対して技術支援を行った。 

 

３－２ 食品加工支援チーム(ハイテクプラザ会津若松技術支援センター醸造・食品科) 

（１）研究課題「福島県産ナシの加工特性の解明」 (R04～R05) の研究 

日本ナシの加工に関する知見を得るため、農産物流通加工支援チームと共同

で加工特性の解明に取り組み、ジュースに加工した際の特性について明らかにし

た。 

（２）食品加工の技術支援 

ジュースやジャム、惣菜等について、加熱殺菌技術、賞味期限設定等への支

援を行った。 

 

３－３ 農産物流通加工支援チーム (農業総合センター生産環境部流通加工科) 

（１）県産農産物の加工技術の開発 

県産農産物を用いた加工品（大豆テンペ）の品質向上に向けた加工技術を明ら

かにした。 

日本ナシについて、加熱加工後の品種別果肉特性を明らかにした。 

あんぽ柿の加工工程における傷と冷凍保存の影響について明らかにした。 

（２）県産農産物の品質保持技術の開発 

県オリジナルイチゴ品種の流通拡大に資するため、成熟過程における果実品質

及び貯蔵に伴う硬度変化について明らかにした。 

プラスチック包装資材使用量の少ない輸送技術開発のため、リンゴについて包

装形態による CO2排出量を明らかにした。 

（３）県産農産物の機能性成分の評価と利用技術の開発 

県産農産物の消費拡大や販売力強化を図るため、県産ブロッコリー及びブドウ

に含まれる機能性成分等を調査した。 

 

３－４ 農産物流通加工支援チーム分室 (農業総合センター農業短期大学校研修部) 

（１）農産加工研修の開催 

基礎コース (春・秋)、応用コース (加工技術応用) に分けて開催した。基礎

コースは営業許可と食品表示、殺菌と包装、瓶詰め・袋詰め食品、事例紹介、応

用コースは加工技術応用を実施した（表４、５）。 

（２）施設利用研修の実施 

６次化に取り組む農業者からの要請に応じ、随時実施した。延べ 12 団体、82

名に実技支援を行った。 
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表４ 農産加工研修（基礎コース）の開催内容 

開催日 名称及び内容 
受講者数 
（人） 

春： ５月１０日 
秋：１０月 ４日 

営業許可と食品表示 
・衛生管理、食品営業許可 
・栄養表示 

春：15 
秋：11 

春： ５月２４日 
秋：１０月１８日 

殺菌と包装 
・食品の殺菌方法 
・６次化に関する補助事業等の紹介 

春： ６月 ７日 
秋：１１月 １日 

瓶詰め・袋詰め食品 
・瓶詰め、袋詰めの加工方法 
・瓶詰め実習 

春： ６月２１日 
秋：１１月１５日 

事例紹介 
・優良農産加工経営者による事例紹介 
・加工所運営 

 

表５ 農産加工研修（応用コース）の開催内容 

開催日 名称及び内容 
受講者数 
（人） 

８月３０日 
加工技術応用 
・新たな商品づくり 
・食品の殺菌方法 

13 
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４ 加工支援センターの位置・連絡先 

 

 

〇企画支援チーム【窓口】 

ハイテクプラザ会津若松技術支援センター 

〒965-0006 会津若松市一箕町鶴賀字下柳原 88-1 

電話(0242)39-2974 FAX(0242)39-0335 

 

〇食品加工支援チーム 

ハイテクプラザ会津若松技術支援センター 

（醸造・食品科） 

〒965-0006 会津若松市一箕町鶴賀字下柳原 88-1 

電話(0242)39-2977 FAX(0242)39-0335 

 

 

 
ハイテクプラザ 

会津若松技術支援センター 

〇農産物流通加工支援チーム 

農業総合センター（生産環境部流通加工科） 

〒963-0531 郡山市日和田町高倉字下中道 116 

電話(024)958-1719 FAX(024)958-1727 

 

 

 

 

 

 

 
農業総合センター 

 

 

〇農産物流通加工支援チーム分室 

農業総合センター農業短期大学校（研修部） 

〒969-0292 西白河郡矢吹町一本木 446-1 

電話(0248)42-4114 FAX(0248)44-4553 

 

  

 

農業総合センター 

農業短期大学校 

 


